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研究概要
特発性肺線維症	（IPF）	は急性増悪を生じると呼吸不全の進行をもたらし、発症後の予後は平

均 2か月とされ極めて予後不良であり、現在行われているステロイドなどの治療は効果が限定的
でかる有害事象が多いことが難点である。申請者らは昨今 IPFの治療に有害事象が少ないとされ
る自然食品に関する成分、特にニンニク含有成分に着目して、市販されている熟成ニンニク抽出
液	（AGE）	における線維化や急性肺障害への有効性を検証してきた。AGEを急性肺障害および
肺線維化モデルマウスへ投与したところ、それぞれに強力に抑制効果を示し、AGEが急性増悪
に対する新規候補薬剤になる可能性を見いだした。AGEの有効性は他疾患では抗酸化作用と関
連があるとされ、かつ急性増悪を含む IPFの病態にも酸化ストレスは重要な役割を持つと言われ
ており、本研究では、IPF患者由来の肺線維芽細胞を用いた独自の線維化評価方法である細胞遊
走能およびコラーゲンゲル収縮能、及びマウスモデルでの有効性、安全性の検証に加え、酸化ス
トレスに着目した機序解明を試みる。AGEは既に健康食品として本邦企業より市販され安全性
は担保されており、将来的には臨床試験を行い今後の実用化に繋げていく。


